
• 他機関のコンピュータリソースは、使用時間や予算の制約が多く、数値シミュレーションを
駆使した研究活動が思うように進まない局面があった
• 他大学との共同研究や公募型の研究は、研究者・学生の自由な発想を活かしにくく、学部
学生向けの教育とも乖離していた

課題背景

• 時間や予算の制約を気にせず、高性能コンピュータのリソースを存分に活用
3研究室による共同導入・共同利用で、SX-Aurora TSUBASAのリソースを無駄なく有効に活用。
公募型の共同研究などで他機関のコンピュータリソースを利用する際、計算時間が不足する局面
においても、研究活動を停滞させず、自前のマシンで補足のシミュレーションを実施
• 学部学生の教育・研究にも活用
卒業研究などでもSX-Aurora TSUBASAを活用し、失敗を恐れず自由な発想を試せる環境が実現。
計算物理学などの授業において、活用を計画

成　　果

基礎理学系と電子情報学系の3研究室で、
スーパーコンピュータを共同導入・共同利用。
学部学生の積極的な利用も見込む

事例のポイント

導入ソリューション
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国士舘大学　関口研究室
東京都世田谷区世田谷4-28-1
1998年4月
おもに素粒子物理学、ハドロン物理学、
高エネルギー物理学などに関する研究
活動を展開。
https://www.kokushikan.ac.jp/faculty/SE/about/
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有限温度における中間子質量の変化
素粒子の質量はカイラル対称性の自発的破れにより生成されると
考えられている。この考えに基づくとカイラル対称性に関係する中
間子（クォークと反クォークの結合状態）であるπ中間子とσ中間
子、ρ中間子とa1中間子は約2兆Ｋを超える高温で、それぞれ質量
が縮退すると考えられる。この過程を第1原理である量子色力学
（QCD）に基づく大規模シミュレーションより明らかにすることを
目的としている。4次元時空間を離散化しているが、さらにカイラル
対称性を実現するために5次元目の次元を導入している。

●SX-Aurora TSUBASA  A100シリーズを用いたシミュレーションの一例

SX-Aurora TSUBASA A100シリーズ
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導入前の背景や課題

選択のポイント

導入後の成果

●本カタログに記載されている会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。
●このカタログの内容は改良のため予告なしに仕様・デザインを変更することがありますのでご了承ください。
●本製品の輸出（非居住者への役務提供等を含む）に際しては、外国為替及び外国貿易法等、関連する輸出管理法令等を
　ご確認の上、必要な手続きをお取りください。ご不明な場合、または輸出許可等申請手続きにあたり資料等が必要な場合
　には、お買い上げの販売店またはお近くの弊社営業拠点にご相談ください。

日本電気株式会社 〒108-8001　東京都港区芝五丁目7-1（NEC本社ビル）

環境にやさしい植物油インキ
を使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

国士舘大学  理工学部  関口宗男教授の研究室
は、「質量の起源を明らかにすることで、宇宙創
生のメカニズムを解明する」というテーマを掲
げ、大規模な数値シミュレーションを駆使した
研究に取り組んでいます。
関口研究室ではこれまで、大阪大学との共同研
究や、JHPCN（＊1）の公募型共同研究で、大阪
大学に設置されているNECのベクトル型スー
パーコンピュータ「SX-ACE」を用いて、中間子の

伝搬関数（＊2）などの計算を行っていました。
「大規模シミュレーションが可能なスーパーコン
ピュータを自由に使える環境にある大学・研究機
関は、とても限られています。つまり本学を含む
多くの大学では、使用時間や予算の制約がある
中で数値計算を行っているのです。しかも、共同
研究での大規模シミュレーションは早期の研究
成果が問われるため、自由な発想での研究はな
かなか難しい面があります。また、先端科学領域
の研究では、大規模シミュレーションやAIの発
達によって、コード開発やデータ解析を担う技術
者の育成が急務になっています。しかし阪大との

共同研究や公募型の研究は“研究者向け”という
性格が強く、学部学生向けの教育とは乖離して
いました。そこで、学部学生にスーパーコンピュー
タを使用する経験を積んでもらい、コード開発
やデータ解析ができる環境を学内に実現したい
という思いが強まっていたのです」。関口教授は
2017～19年当時の課題をこのように語ります。

関口教授はNEC「SX-Aurora TSUBASA」の発
売を知った時のことを、次のように振り返りま
す。「大学の研究室レベルで購入できる低価格な
のに、他機関に設置されているSX-ACEの1ノー
ド使用時と同程度以上の計算性能が得られるこ

とに、強い関心を持ちました。とくにエッジモデ
ルは100V電源で稼働し、サーバルームを新た
に設ける必要がありません。管理に手間がかか
らず、研究室の環境で十分なパフォーマンスを
発揮できるマシンだと評価しました。加えて、約
20年余りにわたって開発してきたベクトル型計
算機用のソースコード群を、ほぼそのまま使用
できる点が、導入の決め手になりました」

先端科学領域の研究トレンドを踏まえた教育環
境の整備という重要課題へのアプローチについ
ては、「低価格のエッジモデルを本学で保有すれ
ば、失敗を気にせず自由なアイデアで研究に取
り組めます。それは研究者にとって理想的な環
境であると同時に、学部学生向けの教育におい
てさまざまな可能性を広げる手段にもなると考
えたのです」と、関口教授は話します。

SX-Aurora TSUBASAの調達にあたって、国士舘
大学では2020年9月、3つの研究室での共同利用
を前提に、共同での導入を実施しています。電子
情報学系の研究室を率いる小田井圭教授は、「学
内のリソースなので、とにかく気軽に使えますね。
CPU数の調整やメンテナンススケジュールの調
整についても、先生同士で気軽に相談できます」
と、共同利用のメリットを語ります。基礎理学
系の研究室を率いる和田浩明准教授も、「もし、
ひとつの研究室専用のマシンなら、利用していな
い時間帯がかなり生じていたはずです。3研究室
での共同導入によって、無駄が少なく有効に利用
できていると感じています。ジョブも混雑せず、
ちょうどよい利用環境ですね」と話します。

現在、公募型の共同研究においては、「計算時間
が不足する局面においても、自前のマシンを用い
た補足のシミュレーションを、予算を気にせず実
施できています。つまりSX-Aurora TSUBASA
のおかげで研究活動が停滞せず、とても助かっ
ています」と、関口教授は強調します。演算処理
性能については、「すでにノード単位での性能は、
SX-ACEと同等か、やや上回っている状態です。
今後、SX-Aurora TSUBASAに最適化したアプ
リケーションのチューニングを施すことで、より
高速な演算性能が得られると確信しています」と
語ります。
学内の研究室にスーパーコンピュータが導入され
たことを、「学生はとてもポジティブに受け止めて
いる」と関口教授は言います。「今後は学生が卒業
研究などでもSX-Aurora TSUBASAを活用し、
失敗を恐れず自由な発想を試せるはずです。学生

には良い刺激になると思いますね」(関口教授)。
そして今回の導入には、文系の教員も強い関心
を示しています。「社会科学の分野でもビッグ
データを扱う研究が増え、スーパーコンピュータ
へのニーズが高まっていたからです。スパコンを
気軽に使える環境整備のきっかけになったと思
います」(関口教授)。
新学期からは機械学習・深層学習を用いた新しい
研究や、計算物理学などの授業でもSX-Aurora 
TSUBASAを活用し、物理的なシミュレーション
のためのプログラムを学生に作成してもらう計画
です。「今後は2年に1台のペースでエッジモデル
を増設し、最終的には4～５台程度のエッジモデ
ルを複数の実験室・研究室に設置し、それぞれ別
の役割で稼働させる体制を考えています。効率的
な設備投資によって、理想的な研究環境が実現で
きるはずです」と、関口教授は構想を語ります。

（＊1）JHPCN・・・「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究
拠点」。スーパーコンピュータを保有する国内８大学の情
報基盤センター／計算機センターが連携して運営する、
ネットワーク型の共同利用・共同研究拠点。

（＊2）伝搬関数・・・量子力学において、さまざまな値を計算
するための代表的な関数。位置と時間が特定されたある
時空点で観測された自由粒子が、別の時空点で観測さ
れる時の確率振幅を表す。

他機関のコンピュータリソースは、
使用時間や予算の制約が多く、
学部学生向けの教育にも活用しにくい

低価格と処理性能に加え、蓄積してきた
プログラム資産を継承できる点を評価

費用対効果を踏まえ、3研究室で共同導入。
学部生の授業や自由な発想での研究にも活用

お問い合わせは、下記へ

NEC AIプラットフォーム事業部
E-mail： info@hpc.jp.nec.com

デンセイシリウス株式会社（当事例協力販売代理店）
URL： https://www.denseisirius.com/
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